
新生徒会発足新生徒会発足
新生徒会長　木山澤　佑　一
　新生徒会長になりました木山澤
佑一です。私は生徒会長としての責
任を強く自覚し、生徒一人ひとりの

声に真剣に向き合いながら先生や生徒会役員と協力して学
校をより良い場所にしていきます。これまでの活動で学ん
だことを活かし、意見を出しやすい雰囲気づくりや学校全
体が前向きになれる取り組みに積極的に挑戦していきたい

と考えています。失敗を恐れず行動し、誰もが安心して過
ごせる活気と笑顔があふれる学校を目指して最後まで全力
で取り組みます。

クリスマス会を振り返って

台湾交流を振り返って

クリスマス会を振り返って
副生徒会長　小澤　優菜
　今年のクリスマス会では、ビンゴとブラックジャッ
クをやりました。ビンゴではより多くの参加が楽しめ
るように参加人数の半数以上の景品を用意しました。

ブラックジャックでは、７卓でゲームをしました。最初提案でブラックジャック
が出た時は、上手くいくのか不安でしたが、ルールを工夫したことでみんなが
楽しんでやっていてよかったです。
　当日は、思っていたよりも多くの人が参加をしてくれて、学年関係なく話した
り、笑ったりすることができて、仲を深めることができたと思います。

台湾交流を振り返って
副生徒会長　志村　翔大
　１月に台湾から新興高中の生徒が茅野高校に交流にきま
した。そのための準備を生徒会役員が中心となり行いまし
た。私は学校を代表して挨拶をする担当だったので、英語

で伝えられるようにたくさん練習しました。当日の交流会では一緒に授業をうけた
り、千羽鶴を折ったり、お昼を食べたりしました。言語が違うため、話がうまく伝
わらない場面もあり、もどかしさを感じることもありましたが、身振り手振りや簡
単な英語使いながら伝え合うことで、言葉が完全に通じなくても気持ちが伝わるこ
とを学びました。相手に伝えようとする姿勢が大切だと感じました。短い時間でし
たが、とても貴重な経験になりました。
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１．令和７年度３年生進路内定状況報告（R8.2 月末現在）
四年制大学4名、専門学校 11名、就職 17名、その他 3名、計 35名。
※その他には、未定、家業、アルバイト等を含む。

２．就職内定状況（内定者数 17 名）
【職種別】　製造業 7名、サービス 5名、販売 2名、その他 3名、合計 17名。
【内定企業】
　【製造業】
　　・キッツメタルワークス（１）・アイン（１）・平出精密（１）・野村ユニソン（１）
　　・丸一ゴム工業（１）・高島産業（１）・大和電機工業（１）
　【サービス・販売】
　　・蓼科グランドホテル滝の湯（２）・池の平ホテル＆リゾーツ（２）
　　・オギノ（１）・かめや（１）・ぞうさん（１）
　【建設・設備・運輸・その他】
　　・自衛隊（１）・杉村設備（１）・タイヤショップピットイン（１）

道頓堀を散策してきました～道頓堀を散策してきました～海遊館でジンベイザメと遭遇！海遊館でジンベイザメと遭遇！USJを満喫！USJを満喫！

USJで自由行動！USJで自由行動！人と防災未来センターで震災学習人と防災未来センターで震災学習神戸港で震災波止場を見学神戸港で震災波止場を見学

進路指導係より進路指導係より

部活動を振り返って部活動を振り返って

修学旅行ってきました！ in 神戸・大阪

３．進学状況
合格者数　四年制大学４名　　専門学校 11名
【大学】
　（県内）松本大学（２）
　（県外）京都橘大学（１）・大阪産業大学（１）
【専門学校】
　【工業・ＩＴ系】
　　（県内）松本技術専門校（１）
　　（県外）日本工学院八王子専門学校（１）・群馬自動車大学校（１）
　【介護系】
　　（県内）信州介護福祉専門学校（１）
　　（県外）国際こども福祉カレッジ（１）
　【音楽系】（県外）尚美ミュージックカレッジ専門学校（１）
　【ペット関係】（県外）国際ペット総合専門学校（１）
　【スポーツ関係】
　　（県内）大原ビジネス公務員専門学校松本校（３）
　　（県外）アルプススポーツカレッジ（１）

「部活動を振り返って」　柏原 志音（3-2）
　軽音楽部では、Power Live への出場、文化祭での発表、他校と
の合同演奏会など様々な活動を行いました。
　今年は一年生が六人加わり、十人で活動してきました。部員が増
えたことによりバンドグループが四つでき、練習する曜日を各バン
ドで分けました。練習時間は短くなってしまいましたが、一年生は
教えた事をすぐに覚えてくれたので本当に助かりました。
　文化祭に向けて、僕たち二、三年バンドは演奏する曲がなかなか
決まらず、あまり曲合わせができませんでした。本番当日は一年生
バンドが午前に発表を行いました。大勢の前での演奏は初めてで緊
張していたと思いますが、あまり緊張を感じさせない立ち居振る舞
いで驚きました。二、三年バンドは午後に発表をしました。発表直
前は少し緊張していましたが、演奏が始まると自分の音が体育館中
に響くのが心地よく、緊張が解け、ものすごく楽しかったです。
　後夜祭のステージでも演奏をさせてもらいました。一年生のみん
ながものすごく盛り上げてくれて、自分達も最高のライブが出来ま
した。高校生活最高の思い出になりました。
　軽音楽部で過ごした三年間はとても短く、幸せな時間でした。こ
れまで支えていただいた顧問の先生、自分に付いてきてくれた後輩
達、部活に残ってくれた仲間に感謝しています。

「野球部で学んだこと」　笠原 源希（3-1）
　私は野球部の活動を通して自分の未熟さと、成功と失敗を知りま
した。
　まず、未熟さを感じたのは一年生の時です。いきなり試合にスタ
メンで出場することになりました。当時の自分はまだ経験も浅く、
初めての大きな球場でのプレーはとても緊張し、思うように動けま
せんでした。小中とは、球や動き方など様々な違いがあり、そのう
え緊張で声が出せなかったり、周囲を見る余裕もなかったりと技術
面でも精神面でも実力不足を痛感しました。
　次に、二年生の夏の大会でファインプレーという成功を経験しま
した。大会の結果を踏まえて、守備を強化することになりました。
練習を重ねることで、自分が確実に成長していると感じました。そ
の自信がファインプレーに繋がったのだと感じました。
　三年時には、失敗を経験しました。一・二年の時とは違う緊張感
があり、練習ではできていたプレーがうまくできず、上達していて
も失敗が起きてしまう経験をしました。
　三年間の部活動を通して、様々なことを学びました。心から成長
したいと感じられる三年間でした。大会では勝つことはできません
でしたが、本気でやったことで野球の本当の楽しさを知ることがで
きました。


